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1．緒 言

　一般に林地における落葉は土壌水分の保持，土壌膨

軟，微生物の生活環境改善，落葉分解による養分供給，夜

間地面からの放熱緩和，空間地または疎林地における有

害雑草荊棘の繁茂防止等の効用がある。それ故林地にお

いては落葉落枝の採集を禁止することが望ましく，特に

海岸砂防林のような有機質の欠乏している林地こあつて

は極めて緊要であると言われている。海岸砂防林のよう

な砂質土壌iにおいては落菜落枝の被覆によつて生産力を

増進した例が多々報じられている（3メ）。落葉落枝は林地

における窒素源として主要なものであり同時に保水力，

養分保持力を増しまた土壌の物理的性質を向上させる。

これ等落葉の諸効用の内保水機能の傾向にっいて代表的

な砂駒植栽樹種として次の5樹種を対象として行った。

　ニセアカシヤ，イタチハギ，オオバヤシヤブシ．アカ

マツプクロマツ。

　落葉そのものにより保有される水分を大きく区別する

と次の如くである。（t2）（1），落葉面の附着水。（2），落

葉組織内への滲透水。（3），落菜相互の間隙保留水。

　落葉の被覆と土壌の保水力，また落葉が腐朽分解して

土壌の一構成分となつた時の保水力が考えられる。（1・2）

著者は海岸砂丘地¢）砂を使用し，主として室内実験をも

とに，落葉の保水機能にっいて研究した。

　本報告の御校閲を賜つた池田茂教授に深く感謝の意を

表するとともに本研究に協力された平井良氏に感謝す

る。

2、供　試　材　料

　供試材料とした落葉は烏取大学農学部湖山演習林地内

のニセアヵシャ（10年生）Ro6fπ∠αBαz∂oα□αL．。

イタチハギ（6年生）A％砂』ρz4z‘60脇L．オオバヤシ

ヤブシ（10年生）／1Zπ泌＆訪oZ読α拠MATSUM、クロ

　鳥農学報，X正

マツ（10年生）乃〃佃zlzz〃功βち9海P．、RL．及び烏取市

而影地内のアカマツ（30年生）P〃zμ∫4θノzsψom　S．

etZ．の5種類で何れも未だ腐朽をはじめていない比較

的新しいものを採用した。土壌は鳥取市浜坂鳥取大学展

挙部砂丘研究実験所地内の表砂で，砂粒の粒径分布は次

の如くである。

　粒径0．5mm以上のものが2．30％，粒径G．2～0．5mm

のものが96．36％，泣径0．01～0．2mmのものが0．06％

粒径0．01mm以下のものが1．28％を採用した。尚こ

れら供試材料の風乾含水率は各々後述の通りである。

3．実験方法及び実験結果

　（1）　落葉質混入土壌の容水共

　年々地表植生は林地に対して広葉，針葉をはじめ毬

果，花粉，梢枝等を与えそれらは長短種々あるが，ある

期間中土壌の表面に堆積しているうちにやがて酸化腐敗

あるいは還元腐敗の現象によって分解して土壌の一構成

分となる。このように落葉が腐朽分解して土壌の一構成

分となつた時の保水量の変化をみるため，ニセアカシ

ヤ，イタチハギ，オオバヤシヤブシ，アカマツ（風乾含

水率は各々12，7％，15．8％，15．］％，14．5％である）の

落葉を粉砕機で粉砕し1．Ommの円孔簡を通し前述の砂

丘砂（風乾含水率は1．6％である。）に0％，2％，4

％，6％，8％，10％，15％の重量割合で均等に混入し，

内径5．Ocm，高さ5．Gcmの硝子2個を重ねて計る容水量

測定器（土柱法）にこれ等供試土壌を密なる状態（5回

軽く季の上で打付く程度）に填充し，日本農学会の測定

法により容水垣（重量％）を測定した。尚実験中の室温

は22～25°Cであつた。その結果につき3～4回の平

均結果を抄記すれば第1表の如くである。
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Table　1， Water　holding　capacity　in　the　soil　of面xture　of　powdered卸en－1eaves

and　soil　of　sand　dune．

Spec三es

Ro6Z励α

Bθ〃40αCα6〆α

んηo口友

介z漉cosα

AZπzz∫

∫‘¢50Z読αηα

Pξ刀μ∫

4clz∫箏o斑

Water　holding

capaclty

Tota1 （％）

　　　　　　　（％）

Amount　increased

Tota1

Amount　increased

Tota至

Amount　increased

Total

Amount　increased

Mean　Water　hOldlng　CapaC且ty％

Mixed　rate％

・｛・1・｛・｝・
25．9

25．9

25．9

25．9

28．3

2．4

29．6

3．7

28．9

3、0

26．7

0．8

2．5

33．3

7．4

32．5

6．6

33．1

7．2

32．2

6．3

6、8

34．5

8．6

34．7

8．8

34．7

8．8

34ユ

8．2

8．6

36．6

10．7

36．9

11．0

37．0

11、1

35．5

9．6

10．8

い・

39．3

13．4

39．4

13．5

39．1

13．2

38．9

13．0

13．3

い5
45．2

19．3

44．9

19．0

44．3

18．4

44．4

18．5

18．8

　（2）　水中浸漬落葉の保水率

　落葉により保有される水分は，（イ）落葉面の附着水（

葉面積の大小による），｛句　落葉組織内への滲透水（浸

水時間の大小による），内　落葉相互間隙の保留水（堆

積の粗密及厚さの大小による）の3種に区別出来る。

　従つて降雨の保留される鐙は樹種，降雨状態，落葉の

堆積状態により差がある。供試材料としてニセアカシ

ヤ，イタチハギ，オオバヤシヤブシ，アカマツ，クロマ

ツの5樹種で（各々の風乾含水率は18．1％，20．0％，

13．1％，16．4％，17．3％）これら落葉の気乾したもの各々

5～7gを10分，30分，　1‖寺間，　3‖寺聞，6時…間，　12時間，

1日，4日，7日，毎に清水中に浸漬し浸漬後20分間硝

子皿の上で水分を滴下したものの重量を測定し重量増加

率の2回平均値をとり保水率とした。その結果を抄記す

れば第2表の如くである。本実験中の室温は18～21°C

であつた。この結果水中浸漬落葉の保水率はニセアカシ

ヤ，イタチハギ，オオバヤシヤブシ，アカマツ，クロマ

ツの順に小さくなリニセアカシヤとクロマツとの差は

118．4％である，　（7日目の最大保水率の場合）

Table　2．　Water　holding　capacity　rate　of　fa乏1en－1eaves　soaked　l簸water．

＼、、

　＼一＿．　　　　Soaked　time
　　　　’＼＼、

Sp，cies　＼＼一＼

10．

min．

8
詰

隅

窯
日

8
駕

亭

ぷ
言

芝

Ro万π㌘
かα’40αoαε垣

Aηzo口1zα
ノカ4がωsα

AZフ7z6∫

∫ξβ50Z4㌘πα

Mean

Pξημ∫

4¢’z∫箏oグα

P㌦％∫

坑顕6εち9亙

Mean

1　％
1114．7

82．3

73．6

90．2

34．4

31．7

33．1

30’

mln．

123．7

109．1

78．1

103．6

35．8

34．9

35．4

　1．

hour

154．6

137．4

1G5、1

132．7

40．5

38ユ

39．3

　3．

hours

168．6

154．6

114．2

145．8

50．0

46．8

48．4

　6．

ho肛s

188．2

170．3

132．2

163．6

69．6

62、9

66．5

　12．

hours

202．6

185．1

140．4

183．4

71β

73．1

72．3

1．

day

4．

days

229．9

P96．4

P48．6

191．6

79．9

W3．2

81．5

249．9

208．3

202．0

220．1

128．0

140．2

134ユ

7．

days

261．1

218．3

211．5

23◎．3

151．7

142．7

147．2

　（3）　土壌被覆落葉の保水率

落葉被覆土壌の給水毎の保水及び滲透の状態を観察す

るため，肉径17．5cm深さ19．Ocmで底部に穴があつ

てこれにより水を受けてその量を測定出来るようになつ

たガラス鉢に砂を4．Ocmの厚さに入れ，これに広葉樹

としてニセアカシャ，針葉樹としてアカマツのそれぞれ

援
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落葉359を被覆した2個の鉢と砂のみで無被覆の鉢1個　　1～8mm給水後10分間静置しその後は給水遮断後5分

に人工的に1～80mmを給水し2～4mm毎に滲透量を　　開そのまま静置した後で滲透登を測定し滲透を完全なら

測定し，又滲透量の給水量に対する百分率を求めた。尚　　しめるようにした。その結果は第3表の如くである。

　　　　　Table　3．　Relation　between　the　amount◎f　water　supPlied　and　infikration　capac三ty

　　　　　　　　　　　　三nthe　soil　of　fa11頭一1eaves　mulch．

Piot

Amount　of
wateτ
SUPP貰ed

　6
　8
10
12
14

16
18
20
22
24

26
28
30
32
34

38
40
44
46

48
5⑰

52
56
60

64
68
72
76
80

mm

Non　mulch 已罐θ”S伽1麗跳。砲m。、。h
Infatration

capac…｛・…※

　がぬ
2．9

4、4

5マ
7．0

8．3

10，2

12．0

14．0

16．1
ユ8．0

20．3
22．1

24．1

25．9
27．7

29．6

31．5

33．4

37．0

38．6

40．1

41．2

43．0
46．6

50．4

53．2

56．7

59．4

62．9

66．2

48．8

55．0
57．0

58．3

592
63．7

66．6

70、0

73．3

75．0

78．1

78．9

80．3

80．9
81．4

82、2

82．9

83．5
84．◎

83．9

83．5

82．4

82．7

83．2

84．0

83．1

83．3

82．5

82．8

82．7

％

Infiltratin

ca・ac・・y　l・…※

　rnm
O．2

1．8

2．8

4．4

6．6

8．2

9、9

11．7

13．8

15．4

17．6

18、9
21．2

23．2

25．4

27．0

28．8

32ユ
34．0

35．5

37．6

39。4

43．8
46．4

49．5

52．6

55．2
59．1

62．4

　2，5
18．0

23．3

31、4

41．2

45．6

49．5

53．3

57．5

59．2

62．7
63．0

66．3

68．2

70．6

71．1

72．0

72．9

73．9

73．9
75．2

75．7

78．2

77．0

77．3

77．4

76．6

77．9

78．0

％

Inf輌ltration

cap・c・・y　l・…※

　mm

O．2

1．9

3．4

5．1

7．0

8．6

10．2

ユ2．0

13．4

15．3

17．0

18．7

20．5

22．4

243
26．2

30、4

32．1

34．0

35β
37．8
41．7

45．8

49．2

52．3

54．9

58．3

6L3

　2．0
15．8

24、3

31．8

38．9

43．0

46．3

50．0

515
54、7

56．6

58．4

60．3

62．2

63．9

65．5

69．1

69．7

70．8

71．6

72．7

72．7

76．3

76．8

76．9

76．3

76．7

76．6

％

N…．※…一蒜芸讐≒器嵩，1、。、・…

　無被覆土壌では6mm給水してはじめて滲透がはじま

り，2．9mmの滲透呈があつた。他方落葉被覆土壌では

アカマツ，ニセアカシヤの何れも無被覆のものより滲透

開始が遅れてくる。アカマッは＆nmで0．2mm，ニセ

ァカシャは10mmで0．2mlnの滲透呈があつた。以後は

給水量の増加につれて滲透量は比例的に増加している。

土壌が水で飽和した後尚給水を行う時は著しく滲透量を

増す。給水量に対する滲透量は略両者の間に直線的関係

ありと見倣し得る。それ故無被覆土壌，アカマツ被覆土

壌，ニセアカシヤ被覆土壌の給水量と滲透量の関係式を

求めれば次の如くである。

　給水量……エmm，滲透量…・ツmm

　　無被覆土壌　　　　　　　夕＝0．873エー2．5

　　アカマツ被覆土壌　　　　夕＝0．867灘一6．9

　　ニセアカシヤ被覆土壌　　ッ＝G、842¢－8．0

　なる一次式を得る。第3表に於て（無被覆土壌に於け

る滲透量）一（アカマツ被覆土壌に於ける滲透量）はア

カマツの落葉を被覆したために減少した滲透呈である。

このアカマツの落葉を被覆したために減少した滲透量を

落葉の保水量と見倣す。同様に（無被覆土壌における滲

透量）一（ニセアカシヤ被覆土壌における滲透量）をニ

セァヵシャ落葉の保水量と見倣す。これら落葉の保水量

を給水量で除し更に100を乗じて求めた値を落葉それ自

身の保水率とする。その結果は第4表の如くである。尚

本実験中の室温は15～18℃，給水量は65mm／hr．の速

度で給水した。
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Table　4．　Water　holding　capac輌ty　rate　of　falle盈一

　　　　　　τeaves　on　the　soil　of　fa茎1en－1eaves

　　　　　　mulch．

Amo孤t
of　water
suppおed

　rnm4
6
8
10
12

14
16
18
20
22

24
26
28
30
32

34
36
40
44
46

48
50
52
56
60

64
68
72
76
80

Species

㌦・∂・醐⇒毘㍑撫α

その影響効果が見られる。（筑殉即ち海岸砂防造林施行

後5～6年を経過して，かなり落葉質が混入してくると

その生長量はそれ以前のものより2～3倍の生長量が見

られる場合もある。とくにクロマツとニセアカシヤの混

渚林において顕著である。

53．◎

39．2

35．0

28．0

22．5

21．1

20．6
17．4

17．5

17．5

16．1

15．0

14．8

12．8

12．7

11．5

10．5

9．9

8．3

7．5

6．9

6．0

5．9

6．1

6、0

5．3

5．0

4．8

％　　1

53．2

43．3

35、0

31．2

27．7

26．8
25．6

25．1

26．1

24．1

23．7
23．1

21．3

20．4

11．5

10．8

14，0

11．1

10、8

10．0

8．4

6．9

6．3

6．4

6．3

6ユ
6．1

％

　　　　　　　　4．考　　　　察

　G）落葉質混入土壌の容水遺

　実験結果第1表より各樹種別の増加容水鑓を折線グラ

フに図示すると第1図の如くである。砂の容水亘は25・9

％である。落葉質混入割合の増加に従つて容水量は著し

く増加するが，広葉と針葉との差は明確には見られな

い。しかし現実に林地に於ける落葉が分解する速度と程

度とは落葉の化学的組成との関係から見ても針葉は広葉

より著しく分解し難い。このため現実林では広葉樹林地

は針葉樹林地より腐植質混入率が大であると見倣し得

る。

　今最大増加容水量を見るとニセアヵシャ，19．3％，イ

タチノ・ギ，19．0％，オオバヤシヤブシ，18．4％，アカ

マツ，18．5％，である。

　海岸砂防林のような砂質土壌においては容水量が極め

て少くまた保水力に乏しいことから，落葉質の混入に

よって19．3％～18．4％と著しく容水量が増加すること

は林木の生長にとつて極めて重要なことであり，現実に

20

等ノ5

メ

’o

5

A

note．　　エ……m返ed　rate

　　　　y……lncτeased　water　holding　capacity．

　　　　A……Ro腕π∠αPS8μゴoα6α6‘α、

　　　　B……A7πoη肪αノテzμξεo∫α．

　　　　C・・…ン4Zπぴ∫ξθゐoZ4iαπα

　　　　D……P加μ∫4θπ∫ち綴oプα。

Fig．1．　Water　holding　capacity　in　the　s。il　of　a

　　　　Inixture　of　powderd　fallen－leaves　and

　　　　soil　of　san（至dune．

　（2）水中浸漬落葉の保水率

　浸水時間と保水率との関係を折線グラフに図示すると

第2図の如くである。落葉はやがては腐朽分解して土壌

の一構成分となるものであるが，ある期間（相当の期

間）林地上に原形のまま堆積する。この様な原形のまま

の落葉は第2図の如く，浸水時間の長くなるに従つて著

しく保水率を増加する。また広葉と針藥との差が著し

い。

　これは広葉の落葉面の附着水，落葉組織内への滲透水，

落葉間隙の保留量がいずれも針葉よりも大きい事による

ためである。

　烏取大学農学部砂丘研究実験所地内の海岸砂防林（ニ

セアカシヤ1列にクロマツ，2列の混溝林）で造林後6

年を経過した林内に於いて測定した1m2当りの風乾落

葉重量はニセアカシヤ2509，クロマツ3039である。

測定結果の最大保水率ニセアカシャ261％，クロマッ

143％をもと｝こしてニセアカシヤ250gr／m2，クロマツ

303gr／m2の割合に落葉が堆積している時の落葉の保水

量を計算すると平均してニセアカシヤ0．6521nm・クロ
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Table　5．　Water　holding　capacity　in　the　soil

　　　　　of　fa11en・夏eaves　mulch．

　｛由．一占メ
　ー『ξ●．　　3

ゴニ6　　　　　　．／’
　＿A＿ε　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　⑨／
　　　　　　　　　　　　／／．ノ

　　　　　／／！7

、一つ＝文づプの

＼　　Pl。t

認蕊＼
capaCity

Non mulch

＼mu殉4・〃鋤・・
Pカ2z孤 Roあπ垣

PSε潔∂0α‘α6∫α

me領　　mm　　7、90

max． mm 13．80

12．。1

17．6

13．4

18．7

∫。輪3。融’1．4微’3．よ。山“綱1泌・u晦・4d苧？4ザ

εθ0

｝

％

note．　エ……Soaked　time．

　　　y……Water　hOlding　CapaCity　rate．

　　　A……Roろゴπ垣丑β〃40αεζ漉α．

　　　B・・…・ノ1mo櫃ゐαノ与μだ60∫α．

　　　C……A膓助∫s∠θ60Z4ξαπα．

　　　D・一・jPψμ∫4θ〃∫ゲZoτα．

　　　E……P抗μ∫τ肋πろθ」宮ガ．

Fig．2．　Water　h。1ding　capac三ty　rate　of　falien’

　　　　1eaveS　SOaked垣Water．

クロマツ0．433mmとなる。

・今1ヘクタール当り10，000kgの割合に一様に堆積

しているものとすれば平均，広葉で2．61mm，針葉で

1．43mmとなる。

．上述の砂丘地に於ける落葉の実測結果，ニセアカシヤ

250gr／ln2，クロマッ303gr／m2の割合で堆積している

場合，本実験結粟の最大保水率を用いて落葉の保水螢を

計算すると合計1、085mmとなる。上述の割合で落葉が

堆積している林内は裸地よりも1．G85mmだけ多くの水

分を保持していることになる。落葉の保水量はクロマツ

よりもニセアカシヤが5割程度多いことが見られた。

ぺ3）ゴ落葉被覆土壌における落葉の保水率

浅実験はなるべく慈然状態に近いようにするため落葉

を土壌の上に被覆し落葉の保水亙を求めた。

　（給水量）　一　（透滲量）を保水量どし｛て第3表より

砂，アカマツ被覆土壌，ニセアカシヤ被覆土壊の平均保

水量，最大保水量を計算すれば第5表の如くである。

　第5表より落葉自身の平均保水量を計算すると，アカ

マッ4、1mln，ニセァガシャ，5．5狐mとなる。給水量

5◎

0

一・一
A4

－x－　D

メ　

　　　オ＼　＼＼
　　　　　　娠・㌧二＼一

　　　　　　　　　　＼←這議＝ま＝蹄

20 50 　　　80
0（瓶撤

note．エ……Amouut　of　water　supplied．

　　　　y……Water　holding　capacity　rate．
　　　　A・・…・Roろi刀iαPs6z’ζZoαoα6短．

　　　　D－一●◆●・P2〃z‘∫　 4¢ノz∫汐oγα＿

Fig，3．　Relation　betwe頭the　amount　of　water
　　　　suPPlied　and　water　holding　capac｛ty　rate

　　　　in　the　soil　of　fallen－1eaves　mulch．

と保水率との関係は第3図の如くである。また給水量に

対する滲透工の関係を折線グラフで表わすと第4図の如

くである。第3図の如くアカマツは給水茸52mm，ニ

セァヵシャは給水量6伽mまでは給水量の増加に従つ

て落葉の保水率は漸減するがプアカマツは52mm〆ニセ

ァヵシャは60mm以上は給水呈の増加に関係なくぼぼ

一定の保水率を示す。この1まぽ一定の保水率は落葉の絶

対保留量を示すものである。絶対保留量を第3表及び第

3図から計算すれば，給水呈の平均5〔10％となる。

　アカマソ被覆土壊は8mm給水してはじめて0．2mm
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　note．エ……Amou斑of　water　supPlied．

　　　　y・・・…lnfiltration　capacity・

　　　　A……RoゐiπκP∫θzκZoαcα66α．

　　　　D・・…・P‘π24s　4επ∫ゴ万oτα．

　　　　N…・・non　mulch．

Fig．4．　Relation　between　the　amo画of　Water
　　　　supPlied　and　infiltrati・n　capacity　in　the

　　　　soil　of　fallen－leaves　mulch．

の滲透がありまたニセアカシヤ被覆土壌では1Gmm給水

後はじめて0．2mmの滲透があつた，一方無被覆土壌

では6mm給水後最早2．9mmの滲透量があつた。アカ

マツ被覆土壌，ニセアカシヤ被覆土壌は無被覆土壌の場

合よりそれぞれ2mm，4mmの差がある。本実験の給

水呈は65mm／hr．であって降雨強度の大きい方に相当

する。

　以上の実験結果より落葉の保水機能を考察するに落蘂

自体の保水効果は余り大きくないが，しかし落葉が腐朽

分解して土壊の一構成分となるに至れば著しく保水性を

増すものである。（3・り落葉の保存は一般林地はもとより

海岸砂防造林地の如く保水力に乏しいところにおいては

たとえ2～3％の土壌水分の増加でも林木の生長量に及

ぼす影響が大きいところから見ても特に緊要で表土の水

分を増加するばかりでなく有機質の給源となつて，地

力を増進することにより林木の生長を旺盛にしもって，

海岸防災林としての機能を充分に発揮させるものであ

る。（3．45．6）

5、摘 要

　本報告においては代表的砂防樹種として次の5っを選

び，それらの比較的新しい落葉の保水機能について実験

した。その結果を要約すれば次の如くである。

　アカマツ。クロマツ。ニセアカシヤ。イタチハギ。

オオバヤシヤブシ。

　（1）落葉質混入割合の増加に従つて容水量は著しく増

加するが，広葉と針葉との差は明確には見られない。最

大増加容水呈はニセアカシヤ19．3％，イタチハギ19．0

％，アカマツ18．5％，オオバヤシヤプシ18．4％であ

る。

　（2）水中浸漬落菜の保水率は浸水時間の長くなるに従

つて著しく増加する。また広葉と針葉との差が著しい。

　（3）落葉被覆土壌における落葉の保水率は，アカマツ

4．1mm，ニセアカシヤ5．5mmであつた。

　（4）給水量に対する滲透量の関係はほぼ直線的関係が

ありy＝鯉十bの式が見られる。

　給水立エmm，滲透旦ッmm，とすると
　　無被覆砂土　　　　　　y＝0．873エー2．5

　　アヵマッ被覆砂土　　　y＝0．867エー6．9

　　ニセァヵシャ被覆砂土　y＝0．842⑳一8．0
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　　In　this　repoτt，　the　autho主selected　the　following　five　species　fo主the　τepresentative

trees　and　studied　the　water　holding　capacity　functions　of　freshly　fallen－reaves　in　those．

　　Materials；　　　　　　　　Spec輌es
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Piπμ∫∂6〃∫ψorαS．　et　Z．　　　　　　　　　30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P沈μ∫疏z〃zゐe／gぼPORL．　　　　　　10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R砺π桓かθκ40ααzεξαL．　　　　　10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A”τoゆんα力砿《co∫α　L．　　　　　　　　　　6

．　　　　　　　　　　　　　ノ1Z〃泌∫ゴ6ろoZ読α刀α　MATSUM．　　　　　　　10

　　The　following　is　a　summaエy　of　the壬esuks　thus　obtained．

　　（1）　As　the　mixed　rate　of　faUen－leaves　increased，　the

the　difference　between　broad－leaves　and　needle．leaves　was　1輌ttle．

　　These　showing　most　increased　w就er　holding　capacity　were　as　foliows；
　　　　　　　　　　　　　　RoゐZ7z‘αρ∫α’4！oαεαε友z　L．　　　・・・・・・・・・…　　19．3　％

　　　　　　　　　　　　　　／1♂ηoゆ力αノ海6魔60sαL．　　　・・…・…・・19．0％

　　　　　　　　　　　　　　互ヵ2‘∫∂ε〃∫口oプαS、etZ．　…………18．5％

　　　　　　　　　　　　　　2［Zημs豆εゐo膓4iα7zαMASTUM．…………18．4％

　　（2）　The　water　holding　capacity　of　falien．｝eaves　in　the　soakage

pr・P・rti・n　t◎the　l頭gth・f　S・akage　time．

　　The　diff

　　〈3）　　The　water　holding　capac江y　of　eac

4ユrnm　on　Pξ砲∫4θ1z∫解orαS．　et　Z．　and　5．5　mm　on　Ro5斑桓Rεzど4

　　（4）　The　relation　betwe頭the　amou成of　supplied　water　and

fo1三〇wing　1輌near　equation　；　　　　　　　　　　　y　＝　a工　十　b

　　　　　　　　　　　　　　エ：Amount　of　water　supP茎ied．　mm．

　　　　　　　　　　　　　　y：Infiltraaon　capacity．　mm．

　　Non　mu更ch　sandy　so量L………………・一・……y＝0．873エー2．5
　　Sandy　soil　in　the　fallen幻1eaves　mulch　；

　　　　　　　　　　　　　　丑πzz∫∂¢〃∫功oアrαS．　et　Z．…∵・y＝0．867エー6．9

　　　　　　　　　　　　　　Ro腕〃桓ヵs¢μ40αc⑳辺L．……y＝0．842エー8．0

丁主ee　age

Years

Years
Years

Years

Years

erosion　com∫01

water　h。lding　capacity　rose　considerably， but

・fwater　increased　c・nsiderably　in

erence　between　broad」eaves　and　needle－leaves　was　very　remarkable．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hvariety　of　faUen4eaves　on　the　soil　of　fallen－1eaves　mulch　was

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oαεα6ταL

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　infiltrati・n　capacity三s　sh・M　by　the


